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【初　日】出発式 (庄内公民館 )
　　　　 職場体験 (㈱ヨーグルトン乳業 )
【２日目】由布岳登山 (由布岳 )
　　　　 環境学習 (川西地区公民館 )
【３日目】交流体験 (挾間幼稚園 )
　　　　 人権学習 (はさま未来館 )
　　　　　調理体験 (はさま未来館 )
【最終日】工芸体験 (おおつる交流センター )
　　　 　グループ発表・解団式 (本庁舎 )

主な活動内容

わんぱくサマー
チャレンジ 2019

７月２９日㈪〜８月 1日㈭

　

７
月
29
日
か
ら
８
月
１
日
に
か
け
て
、
わ
ん

ぱ
く
サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
９
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
市
内
の
小
学
５
年
生
か

ら
中
学
２
年
生
ま
で
の
19
人
が
参
加
。
４
班
に

分
か
れ
て
３
泊
４
日
の
日
程
で
、
職
場
体
験
や

登
山
、
工
芸
体
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
発
表
で
は
、
４
日

間
の
思
い
出
や
学
ん
だ
こ
と
、
班
員
の
良
い
と

こ
ろ
な
ど
を
発
表
し
、
今
回
の
活
動
を
振
り
返

り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
で
は
、主
体
性
や
協
調
性
を
養
い
、

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
育
む
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
企
業
で
の

職
場
体
験
や
由
布
岳
登
山
な
ど
の
体
験
は
、
ふ

る
さ
と
に
親
し
み
を
感
じ
る
き
っ
か
け
と
な
り

ま
す
。
少
子
化
が
進
む
由
布
市
に
と
っ
て
、
地

域
人
材
の
育
成
を
め
ざ
す
こ
の
活
動
は
こ
れ
か

ら
も
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

①ヨーグルトン乳業の工場を見学　　②乳酸菌飲料の味の調合に挑戦
③湯布院の街を見下ろしながら「ヤッホー」
④～⑦山頂は遠いなぁ…ひとやすみしながら山登り　
⑧みんなで登った由布岳登山。山頂で「はい、チーズ！」

⑨～⑪幼稚園児とジャンケン列車や紙粘土で楽しく交流　⑫集中して取り組んだ竹のペンダントづくり
⑬～⑮由布市女性団体連絡協議会挾間支部の方たちに教わりながらおいしい夕食づくり
⑯～⑰自作の竹の器とお箸で流しソーメン　⑱無事に下山、笑顔でピースサイン
⑲堂々とグループ発表、たくさんのいいところみつけができました
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市政ニュース

幼稚園児募集について奨学生募集について

幼稚園就園をひかえたお子さんの教育相談について

　令和２年度由布市立幼稚園児を募集します。
●募集園
　石城幼稚園・由布川幼稚園・挾間幼稚園・谷幼稚園・阿南幼稚園・西庄内幼稚園・由布院幼稚園
●対象年齢
　４歳児：平成２７年４月２日～平成２８年４月１日生まれ
　５歳児：平成２６年４月２日～平成２７年４月１日生まれ
●募集期間
　１０月１０日㈭～１１月８日㈮（土日・祝日を除く）
●必要書類　入園願
※対象児がいるご家庭には、各幼稚園から案内状（入園願等）をお送りします。
●提出先
　各幼稚園または学校教育課
●授業料
　無料（１０月１日からの幼児教育・保育の無償化のため）
●預かり保育について
　由布川幼稚園・挾間幼稚園・阿南幼稚園・西庄内幼稚園・由布院幼稚園で実施します。
※阿南幼稚園と西庄内幼稚園については、夏休み期間は合同で実施します。
●申込先・問い合わせ
　学校教育課　　☎０９７－５８２－１１７９
　石城幼稚園　　☎０９７－５８３－０１６１
　由布川幼稚園　☎０９７－５８３－４３９９
　挾間幼稚園　　☎０９７－５８３－２８５０
　谷幼稚園　　　☎０９７－５８３－３９６６
　阿南幼稚園　　☎０９７－５８２－１７５７
　西庄内幼稚園　☎０９７－５８２－３０４０
　由布院幼稚園　☎０９７７－８４－２０３８

　現在、由布市では「貸与型奨学金」および「返還免除型奨学金」（要件付きで返還を半額免除）の貸与を行っ
ています。これらの奨学金は、経済的理由により高等学校、大学等への進学が困難な者で、修学に必要な資金
を貸与（返還免除型奨学金については、要件付きで返還を半額免除）することにより、進学の機会を提供し、
教育の機会均等に寄与するとともに、由布市の次代を担う人材を育成しようとするものです。

※今回は、入学一時金のみの募集です（入学一時金は、高校生は対象外です）。
●募集期間　９月１２日㈭～１０月３１日㈭（募集期間終了後に選考を行い、奨学生を決定します）
●申請書配布場所　教育総務課、各振興局地域振興課窓口（挾間庁舎、湯布院庁舎）
●募集回数　修学奨学金については、年１回（４月募集）、入学一時金については、年３回（４月、１０月、
　１月募集）の募集です。
　・４月募集（６月振込）……………４月以降に入学をした人のみ
　・１０月募集（１２月振込）………１０月以降に入学（予定）の人　※今回
　・１月募集（３月振込）……………１月以降に入学（予定）の人
●その他
　・本奨学金は貸与型のため、卒業後に返済となります（返還免除型奨学金の場合は、条件を満たした場合、
半額免除あり）。

　・入学一時金について、入学の事実がない場合や確認できない場合は、貸与を受けた全額を翌年度の 5月末
日までに返還していただきます。

●問い合わせ　教育総務課　☎０９７−５８２−１１７７　（内線１３１４）

　令和２年４月に由布市立幼稚園へ就園を検討されているお子さんの教育相談を、次のとおり実施します。
　この教育相談では、お子さんが充実した幼稚園生活を送れるよう、事前にお子さんの発達の様子等をお伺い
して、幼稚園と共通理解を図ることを目的とします。
●申込方法　就園を検討している幼稚園へお電話していただき、相談日等を調整します。
●申込期間　９月１３日㈮～１０月１１日㈮
●相談内容
　①就園に関すること　
　②幼稚園生活に関すること
　③幼稚園の見学
　④その他、質疑応答
●問い合わせ　学校教育課　☎０９７－５８２－１１７９

貸与型奨学金 返還免除型奨学金

対象者

①保護者または世帯主が 1年以上由布市に在住し
ている人

②高校、大学またはこれに準ずる学校に在学して
いる人

※入学一時金については、高校生は対象外です。
③経済的事由により学資の支弁が困難な人
④申請者および申請者と生計を一にする世帯員に
おいて、市税等の滞納のないこと

①保護者または申請者が 1年以上由布市に在住し
ている人
②高校、大学またはこれに準ずる学校に在学して
いる人
※入学一時金については、高校生は対象外です。
③申請者および申請者と生計を一にする世帯員に
おいて、市税等の滞納のないこと
④申請者および申請者と生計を一にする世帯員に
おいて、市民税の所得割が非課税であること
⑤学校卒業後、市内に居住する意思があること
⑥向学心に富み、学業その他の優れた資質を有す
ると認められる者

貸与金額

＜修学奨学金＞
　○高校生（高専生）・・・・・・・・・・１２, ０００円／月額
　○大学生（短大生、専門学校生）・・・・２０, ０００円／月額
　　※６月と１０月にそれぞれ６ヵ月分を振り込みます。
　　※１０月募集では、修学奨学金の募集は行いません。
＜入学一時金＞２００, ０００円以内（高校生は対象外）

返済方法 貸与終了後（６ヵ月の措置期間あり）１０年以内
で返済

貸与終了後（６ヵ月の措置期間あり）１０年以内
で返済
（ただし、返済期間中、毎年度由布市に居住してい
る場合は、その年度の返済額を半額免除）

備考
返済期間開始後、由布市在住であることが確認で
きない場合は、貸与型奨学金と同じ扱いとなり、
全額の返還が必要となります。
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市政ニュース

放課後児童クラブ利用料助成のお知らせ由布市ファミリー・サポート・センター
援助会員募集のお知らせ

未婚の児童扶養手当受給者に対する臨時・
特別給付金のお知らせ

子育て支援情報

　放課後児童クラブを利用している児童と生計を一にしているご家族の世帯状況や収入状況により、利用料を
助成する制度があります。令和元年度上半期分（４月～９月分）の申請を受け付けますので、対象の方は、最
寄りの庁舎窓口へ必ず期限内に申請してください。申請用紙は由布市公式ホームページからダウンロードして
ご利用いただくほか、各庁舎の子育て支援窓口にも用意しています。
●助成対象者と助成金額
　・生活保護受給者　４,０００円 /月額（利用料が４,０００円未満の場合は全額）
　・児童扶養手当受給者、就学援助受給者、非課税世帯　２,０００円 /月額
　　（利用料が４,０００円未満の場合は月額の２分の１）
※利用料の月額は、クラブごとに定められているおやつ代（実費分）を差し引いた額です。
●必要書類
　①利用料助成金交付申請書兼委任書
　②クラブに利用料を支払ったことが確認できる書類（領収印の押された集金袋や引落口座の写し等）
　③就労証明書（保護者全員分）
　④児童クラブ利用申立書（就労以外の理由でクラブを利用している場合）

●ファミリー・サポート・センターとは
　子育てのお手伝いをしたい人（援助会員）と、子育ての手助けをしてほしい人（依頼会員）との相互援助
活動を行う会員組織です。
●援助会員の主な活動内容
　・冠婚葬祭や講習会など、乳幼児を連れて出掛けにくい場合の子どもの預かり
　・保育施設の保育開始前、または保育終了後の子どもの預かり
　・児童クラブ終了後、または学校終了後の子どもの預かり
　・施設までの送迎
※預かりは原則として援助会員の家庭での保育になります。
※子どもの宿泊は行わないこととします。
●援助会員の条件
　由布市内に居住している心身ともに健康で、子育て支援に意欲のある２０歳以上の人。資格や経験は問い
ませんが、事前に所定の講習を受講していただきます。

　児童扶養手当の受給者のうち、未婚のひとり親の方に対して、臨時・特別の措置として給付金を支給します。
　すでに申請済みの方は、手続きが不要です。
●支給要件　次のすべての要件を満たす方が対象です。
　①１１月分の児童扶養手当の支給を受ける父または母
　②基準日（１０月３１日）において、これまでに婚姻（法律婚）をしたことがない方
　③基準日（１０月３１日）において、事実婚をしていない方、または事実婚の相手方の生死が明らかでない方
※支給対象者が基準日（１０月３１日）の翌日以降に亡くなられた場合は、その方の児童扶養手当の対象と
なるお子さんに給付金を支給します。
●支給金額　１７，５００円
●申請期限　１２月２日㈪
●申請に必要な書類
　①未婚の児童扶養手当受給者に対する臨時・特別給付金申請書（請求書）
　②申請者の戸籍謄（抄）本
※児童扶養手当の受取口座以外を指定する場合は、次の２種類の書類も必要です。
　（１）通帳またはキャッシュカード
　（２）本人確認書類（マイナンバーカード・住民基本台帳カード・運転免許証・旅券等の写し）
　【申請先】　子育て支援課（本庁舎新館１階）
　　　　　　各振興局地域振興課子育て支援係（挾間庁舎・湯布院庁舎）
●問い合わせ　子育て支援課　０９７－５８２－１２６２（内線２１３４）

　子育ても一段落し、自由な時間がある方、子どもが大好きな方、子育てのお手伝いをしたい方、
由布市ファミリー・サポート・センターの援助会員に登録して、一緒に活動しませんか？
　由布市ファミリー・サポート・センターについて、詳しく知りたい、依頼会員として登録をし
たい方の問い合わせをお待ちしています。

　市内４ヵ所にある子育て支援センターでは、子育て親子（主に未就
学児）の交流の場や遊び場として、また保育士等による育児相談等、
季節に合わせたさまざまなイベント等を開催しています。子育ての楽
しさ、とまどいを一緒に分かち合って、いきいきとした子育てライフを満喫するため、ぜひご利用ください。
≪由布市内の子育て支援センター≫
　・ゆふいん子育て支援センター（すみれ保育園内）　　　☎０９７７−８５−４６６６
　・しょうない子育て支援センター（ひばりこども園内）　☎０９７−５８２−１４７２
　・はさま子育て支援センター（宮田保育園内）　　　　　☎０９７−５８３−１５４４
　・子どもルームはさま（挾間庁舎１階旧保健センター）　☎０９７−５８３−８２２０
※子どもルームはさまでは一時預かり事業を実施しています。
※詳しい内容等は各センターへお気軽にお問い合わせください（事前申し込みが必要なイベントもあります）。

　児童館は、１８歳未満の子どもたちが誰でも自由に利用できる遊び場です。いろいろな実験や創作活動等
の楽しい行事も開催しています。
※詳しい内容等は、児童館へお気軽にお問い合わせください。
≪由布市内の児童館≫
　・ひばり児童館　☎０９７−５８２−１４７２
●問い合わせ　子育て支援課　☎０９７−５８２−１２６２（内線２１３２）

●問い合わせ　子育て支援課　☎０９７−５８２−１２６２（内線２１３２）

●問い合わせ　子育て支援課　☎０９７－５８２－１２６２（内線２１３２）

申請期限を９月３０日㈪とします。忘れずに申請してください。

子育て支援センターからのお知らせ

児童館からのお知らせ
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市政ニュース

<道路・歩道上の違反広告物の例>

ガードレール等
の設置

電柱などへの
はり紙・立看板など

街路樹への旗、
はり札など

の
ぼ
り
旗
〔
台
含
む
〕

立
看
板
〔
台
含
む
〕

違反広告物の簡易除却の実施について
　今年度、違反広告物の簡易除却を実施する予定です。対象は禁止物件への設置がされているものや、禁止地
域に設置をされているものです。
●禁止広告物（大分県屋外広告物条例第８条）
　どのような場合にあっても、次のような広告物は表示・設置することはできません。
　◇著しく汚染し、退色し、または塗料等のはく離したもの
　◇著しく破損し、または老朽したもの
　◇倒壊または落下のおそれがあるもの
　◇信号機または道路標識等に類し、またはこれらの効用を妨げるもの
　◇道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの
●禁止物件
　（大分県屋外広告物条例第４条）

●屋外広告物の簡易除却について（屋外広告物法第7条）
　上記の禁止広告物や禁止物件への掲示に該当する場合、市から設置者に対して自主除却もしくは改善を依頼
する文書を送付します。その後、改善がされていない物件については、市が除却し一時保管を行います。
　また、今年度の実施予定は、湯布院地域（由布院駅から湯の坪周辺）の違反広告物を対象とした簡易除却で
す（今回対象とならない地域については来年度以降実施する予定としています）。
※簡易除却の対象とならない違反広告物（基礎を設けており容易に移動ができないもの）や、未届け（許可を受
けていない）広告物については別途改善依頼を行う予定としています。

（その他の禁止物件）
橋、トンネル、高架構造、植樹帯、分離帯、石垣、擁壁、路傍樹、信号機、道路標識、
防護柵、駒止めの類、里程標の類、消火栓、火災報知器、火の見やぐら、郵便差出箱、
電話ボックス、送電塔、変電塔、送受信塔、照明塔、煙突、ガスタンク、水道タンク、
その他タンクの類、銅像、神仏像、記念碑、古墳、墓地など

簡易除却フロー

●問い合わせ　建設課都市計画・景観係　☎０９７－５８２－１１１１（内線２２１７）
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「秋の全国交通安全運動」の実施について

１０月は「由布市レジ袋削減強化月間」です

消費税率引き上げに伴う使用料等の改正について

　本運動は、広く市民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習
慣づけるとともに、市民をとりまく交通環境の改善に向けた取り組みを推進することで、交通事故防止の徹底
を図ることを目的としています。ご協力をお願いします。
●期間　９月２１日㈯から９月３０日㈪までの１０日間
●運動の重点　
　・子どもと高齢者の安全な通行の確保
　・高齢運転者の交通事故防止
　・夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止
　・全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　・飲酒運転の根絶
●問い合わせ　防災安全課　☎０９７－５８２－１１４０

　大分県では、１０月を「マイバッグ利用促進強化月間」と定め、取り組みを進めています。レジ袋を減ら
していくことで、ごみの減量だけでなく、レジ袋の製造・焼却時の二酸化炭素の発生を抑制し、地球温暖化
防止に効果があります。
　由布市では、さらにレジ袋の削減を推進するため、１０月を「由布市レジ袋削減強化月間」と定めています。
「伝えよう　レジで袋は　いりません　その一言で　由布は清らか」をテーマとして、由布市地球温暖化対策
地域協議会と協働で、取り組みを行います。
　きれいな由布市のため、レジ袋の削減についてご理解とご協力をお願いします。

　エコバック配布の街頭啓発
●日時　１０月５日㈯　午後４時～午後５時　雨天決行
※予定配布枚数に達し次第終了します
●場所　イオン九州挾間店・マルミヤストア挾間店・マルミヤストア庄内店・
　　　　バリュー庄内店・マックスバリュ湯布院店
●主催　由布市地球温暖化対策地域協議会
●問い合わせ　環境課　☎０９７－５８２－１３１０

　１０月１日から消費税率が１０％へ引き上げられることに伴い、
市内の公民館、グラウンド等の施設使用料や、水道の使用料等も改
正します。
　各施設の窓口には新しい料金表を備えていますので、施設をご利
用の方はご確認をお願いします。
　また、改正後の使用料等の一覧を由布市公式ホームページに掲載
しています。
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市政ニュース

健康マイレージポイント対象事業（1000ポイント）

在宅重度障がい者の住宅改造経費を助成します「第３８回庄内町ふるさと祭り」
　出店・協賛・出演者募集

重度心身障がい者医療費（重度医療）を受給されている皆さまへ
～１０月診療分から、医療費の窓口申請が原則「不要」になります！～

　在宅で生活する重度の障がいのある方の日常生活を容易にするため、既存住宅の浴室やトイレ等を特別に障
がい者向けに改造する場合、その経費の一部を助成します。
※障がいの内容に適した改造となっている必要があります。
●対象者　現在居住している住宅設備を改造する必要のある方で、次の条件を満たす６５歳未満の障がい者
　⑴重度の心身障がい者・児（次のア～ウのいずれかに該当する手帳の交付を受けている者）
　　ア .身体障害者手帳１級または２級
　　イ .療育手帳A1またはA2もしくはA
　　ウ .精神障害者保健福祉手帳１級
　⑵対象者の属する世帯の生計中心者の所得が２００万円未満であること
●助成限度額　２６万９千円（ただし、介護保険、日常生活用具の助成の対象外の場合最大４０万円）
●自己負担　３分の１（ただし、生活保護法による被保護世帯の方は、補助対象経費内）
●優先となる制度　介護保険の住宅改修事業
●申込締切　９月２７日㈮
●申込先・問い合わせ　福祉課　☎０９７－５８２－１２６５（内線２１５１）

　重度心身障がい者（身体障害者手帳１・２級、療育手帳A、精神障害者保健福祉手帳１級など、ただし所得
制限あり）の方が受給されている重度医療は、１０月診療分から「自動償還払方式」へ県内一斉に移行します。

※ただし、次のいずれかに該当する場合は従来どおり、申請書による医療費の申請が必要です。
　①大分県外の医療機関を受診したとき
　②柔道整復、あん摩、はり・きゅう等に健康保険を適用してかかったとき
　③補装具（コルセット等）を健康保険制度で購入したとき
　④受給者証の提示を忘れたとき
　⑤９月以前に受診した医療費の申請をするとき
　詳細は、認定・更新の際に対象者の方に個別にご案内しています。
●問い合わせ
　福祉課障がい福祉係　☎０９７−５８２−１２６５（内線２１４４）

　１０月以降、医療機関等（病院・調剤薬局・

訪問看護等）を受診する際は、交付された重
度医療費受給者証を医療機関等の窓口に提示
してください。
　この場合、医療費を一旦支払う必要があり

ますが、支払い後３ヵ月程度で指定の口座に

自動で振り込まれます。（市窓口での医療費の

申請は原則必要ありません）

（受給者証イメージ）

きっとだれかに優しくなれる
由布市じんけん講座１０月１４日から１０月２０日は

「由布市おもてなしWeek！」

Try！スクラム組んでおもてなし

●場所　由布市役所本庁舎　本館３階　大会議室
●演題　人権学習は誰のため　～ネット問題と私たち～
●講師　足立哲範さん（大分県人権教育研究協議会）

●場所　由布市役所本庁舎　本館３階　大会議室
●演題　合理的配慮と共生社会の実現にむけて
●講師　松尾浩司さん
　　　　（大分県福祉保健部障害者社会参加推進室）
　連続講座ですが、１回のみの受講も可能です。
　「気軽に参加できる」「身近なことから考える」講座
となっています。『自分の気持ち、大切なまわりの人の
気持ち』を一緒に考えてみませんか。
　１１月は「身近な人権問題」の講座を行う予定にし
ています。たくさんの方のご参加をお待ちしています。
●問い合わせ
　社会教育課　☎０９７−５８２−１２０３

　由布市観光協会では、市内を訪れた方や宿泊客らの滞
在時間の延長と周遊をめざして交流人口の拡大を図り、
来年度の東京オリンピック・パラリンピックにつなげ
ることを目的に「由布市おもてなしWeek！」として、
さまざまなイベントと連携した取り組みを行います。
　期間は１０月１４日（月・祝）の由布院牛喰い絶叫大会
からスタートし、１８日㈮～２０日㈰開催の塚原高原
バルウォーク、１８日㈮開催の商工会湯布院支部青年・
女性部の食べ物文化フェア、１９日㈯開催の庄内神楽
定期公演、そして２０日㈰開催の湯平ミニ丼フェス
タまでの１週間です。
　その他、期間中はゆふいん音さんぽでは蓄音機コン
サートが湯布院町内で行われ、湯平温泉では提灯や、
ラグビー世界大会で来県するチームの国旗を使ったラ
イトアップなどが行われます。
　詳しくはＰＲチラシやポスター、由布市公式ホーム
ページで後日配信予定の動画をご覧ください。
●問い合わせ
　商工観光課　☎０９７－５８２－１３０４

第３回　１０月９日㈬　午後７時～午後８時３０分

第４回　１０月２４日㈭　午後１時３０分～午後３時
　　　　　　　　　　　　（時間帯が変更になりました）

　庄内地域最大のイベント「庄内町ふるさと祭り」「庄内神楽祭り」が１１月３日に開催されます。ふるさと祭り
ではステージイベントなど楽しい企画を実施予定です！
　出店募集　
●申込期限　１０月４日㈮
●説明会　　１０月１６日㈬　午前１０時３０分から（市関連団体）
　　　　　　　　　　　　　　午後１時３０分から（商工会関係）
　　　　　　由布市役所本庁舎　市民ホール１階　１－１会議室
※出店は、原則として庄内町内の各団体および由布市商工会員とします。
※出店を申し込まれた方は必ず出席してください。
　新規協賛募集　１口…１０，０００円～
　ご協賛いただける方は下記の問い合わせ先へご連絡ください。協賛申込書をお送りします。ご協賛の企業・団体
名は「祭りプログラム」に掲載します。
●申込期限　９月２７日㈮
　出演者募集　ステージイベントにご出演いただける方は下記の問い合わせ先へお申し込みください。
※内容は問いません（活動をする場としてご利用いただけます）。
※個人・団体・市内外は問いませんが、市内の方を優先します。
※楽器等の演奏については実施できない場合があります。
※雨天時は中止する場合があります。
※その他詳細についてはお問い合わせください。
●申込期限　１０月１１日㈮
●説明会　１０月２５日㈮　午後１時３０分から　由布市役所本庁舎　市民ホール１階　１－１会議室
●申込先・問い合わせ　庄内振興局地域振興課　☎０９７－５８２－１１１３
　　　　　　　　　　　由布市商工会（出店に関することのみ）　☎０９７－５８２－００９４
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健康ナビ

●問い合わせ　健康増進課　　☎０９７－５８２－１１２０ 

～ 由布市における取り組み ～

２０１９年度 アルツハイマーデー標語「忘れても一人ひとりが主人公」
　世界アルツハイマーデー（９月２１日）は、国際アルツハイマー病協会（ＡＤＩ）が認知症への理解を進め、
本人や家族への施策の充実を目的として１９９４年に制定されました。９月は世界アルツハイマー月間として世
界各国で認知症に関する啓発活動が行われています。

「認知症の人と家族の会 大分県支部」
による街頭啓発活動
●日時　９月１７日㈫　午前９時～午前１０時
●場所　イオン挾間店
　世界アルツハイマー月間中に全国１７６ヵ所で
認知症の人と家族の会による街頭啓発活動が実施
されています。

由布市立図書館での認知症
関連特設コーナーの設置
●期間　８月２８日㈬ ～ ９月２９日㈰
●場所　由布市立図書館（はさま未来館３階）
●内容　認知症関連の本やリーフレットの展示
　  9 月２１日㈯午後 1 時～午後 1 時４０分は絵本・

紙芝居等の読み聞かせがあります。
※  庄内図書館、湯布

院図書館では特設
コーナーは設置し
ません。

　大分県後期高齢者医療広域連合では、今年度７６歳の誕生日を迎える方を対象に、肺炎等の疾病につながる口
腔機能の低下を予防するため歯科口腔健診を実施します。
　いきいきとした生活を送るためにも口腔内の健康は必要です。健診を受けましょう。
●対象者　大分県後期高齢者医療の被保険者で今年度７６歳の誕生日を迎える方
　　　　　（対象者には、９月中に歯科口腔健診受診券・問診票、実施機関一覧表を送付します）
●検査項目　問診、歯および入れ歯の状況、かみ合わせ、口腔内の状況、歯周病の状況、のみこみ機能の状況
●実施期間　１０月から令和２年２月まで
●実施機関　大分県後期高齢者医療広域連合と契約する歯科医療機関
　　　　　　※ 健診を受診するときは事前予約が必要です。
●持参するもの　被保険者証（カード）、歯科口腔健診受診券・問診票（A４用紙両面印刷）
※  被保険者証や歯科口腔健診受診券・問診票を持参しないと受診できない場合があります。紛失した場合や送付

されていない場合は広域連合またはお住まいの市町村の後期高齢者医療担当窓口にお問い合わせください。
●費用　歯科口腔健診にかかる費用は１回のみ無料です。
●問い合わせ　保険課　☎０９７−５８２−１１２１
　　　　　　　大分県後期高齢者医療広域連合　☎０９７−５３４−１７７１　　　　　　　

９月２１日は世界アルツハイマーデー

後期高齢者医療広域連合から歯科口腔健診のお知らせ

認知症になっても安心して暮らせる社会を

休日当番医
■ 内科・外科医
９ / ２２（挾）川崎内科 097-583-5211
９ / ２３（挾）ごとう医院 097-540-7800
９ / ２９（湯）南由布クリニック 0977-85-5245
１０ / ６ （湯）日野病院 0977-84-2181
１０ / １３（挾）森本整形外科クリニック 097-586-3700
１０ / １４（庄）宮崎医院 097-582-0345

■ 歯科医
１０ / １３（湯）森の歯医者さん

　　フォレストデンタルクリニック
0977-85-4747

■ 挾間
１０/３㈭３歳児健診 挾間健康センター 13：15～13：45受付

健康カレンダー

■ 湯布院
　１０/１７㈭１０～１１ヵ月児健診 ゆふいん子育て支援センター 13：00～13：15受付

ちびっこ広場（９：３０～１１：３０　挾間健康センター）
９月２０日・２７日、１０月４日・１１日
毎月第１金曜日は母子保健推進員と遊ぼう♪

誕生日会も行います！

『早期発見！ 口のがん』

　皆さんは、口の中にも「がん」ができることをご存知ですか？
　がんは、できるだけ早くに発見をして治療を開始することが重要です。
●日時　１０月６日㈰
　　　　午前９時３０分～午後０時３０分
●場所　はさま未来館 2 階　中研修室
※ご来場には公共交通機関をご利用ください。
●最寄駅　JR 向之原駅　●最寄バス停　向の原
※はさま未来館の駐車場は利用できません。隣接の挾間庁舎の駐車場をご利用ください。
※  定員２００人を予定しています。事前に電話で予約をお願いします。当日は混雑および事故防止のため、お伝

えする予約の時間を守ってご来場ください。
※当日、悪天候等で中止の場合、大分大学医学部歯科口腔外科ホームページに中止の旨を掲載します。
　 http://www.med.oita-u.ac.jp/oralsurg/
●受付期間　９月２４日㈫ ～１０月 4 日㈮　午前１０時～午後４時（土日・祝日を除く）
●予約先・問い合わせ　大分大学医学部附属病院歯科口腔外科　☎０９０−１３４２−６７０３

～由布市無料口腔がん検診のお知らせ～

市民健康ウォーキングお子さんの麻しん・風しん混合
（ＭＲ）ワクチンの接種は

お済みですか？
「挾間里道・スイーツウォーク約６㎞コース」

●開催日時　１０月１３日㈰
●集合場所　挾間陣屋市場駐車場　午前９時
●参加料　　会員：２００円、一般：３００円
　　　　　　（保険代、地図代）
●その他　　・事前申し込み不要
　　　　　　・マイレージポイント付与
　　　　　　　（１，０００ポイント）
●問い合わせ
　「ゆふウォーキングクラブ」　事務局　浦松
　☎０９０－３７９８－１２１４　
※  次回は、１１月１０日㈰
　猪ノ瀬戸ウォーキングを予定
　しています。

　全国的に風しんの流行が続いています。予防接
種がお済みでないお子さんはお早めの接種をお願
いします。
●MR（麻しん・風しん混合ワクチン）
　予防接種対象者＜定期接種＞
　1期：1歳以上2歳未満のお子さん
　2期：  小学校就学前（平成２５年４月２日生まれ

～平成２６年４月１日生まれ）のお子さん
●問い合わせ
　健康増進課
　☎０９７－５８２－１１２０

由布 RUN 伴＋２０１９の開催
　RUN 伴（ランとも）とは、認知症の人や家族、支
援者、地域の人が少しずつリレーをしながら、1 つ
のたすきをつなぎ、ゴールをめざすイベントです。
●日時　９月２９日㈰
　　９：２０　白心荘（湯布院町）スタート
　　　　　　 市内をたすきリレー
　１６：５０　大分大学医学部グラウンド　　　　
　　　　　　 ゴール（予定）
※  コ ー ス の 詳 細 に つ い て は 、 ８ 月

２２日に全戸配布したチラシをご
覧ください。

●主 催　由布ＲＵＮ伴の会

　団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年に
は 、 認 知 症 高 齢 者 の 数 は 全 国 で 約 ７ ０ ０ 万 人
（６５歳以上の約５人に１人）に達することが見
込まれています。今や認知症は身近な病気です。
　この機会に認知症について学び、認知症になっ
ても安心して暮らせる地域づくりにつ
いて考えてみませんか？
　各取り組みへのご参加や応援をよろ
しくお願いします。
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ゆーふー主任のまちかどズームアップ

　８月２７日、由布高校２年の内田百花さ
んと長尾華子さんが本庁舎を訪れ、由布市を
PRするための扇子を製作したことを相馬市長
に報告しました。二人は有志で製作に携わり、
扇子のデザインを考案。庄内神楽のキャラク
ターと由布岳のイラストをあしらい、外国の
方にも親しんでもらえるように書体を和風に
し、背景の柄にもこだわったそうです。この扇
子は、同校の同窓会が製作費用を支援してお
り、専用の袋付きで一つ税込み１，０００円で

販売予定。由布高
校のほか庄内神楽
まつり等のイベン
トで購入できます。

　８月２７日、由布市は株式会社グッデイと
災害時における物資供給に関する協定を締結
しました。この協定は、地震、風水害等の災
害が発生した場合、物資を迅速かつ円滑に被
災者へ供給するために必要な事項を定めたも
のです。同日、本庁舎で調印式があり、相馬
市長が、「協定を締結できることは大変あり
がたく、市民にとっても大変心強い」とあい

さつし、同社
の柳瀬社長は
「由布市と一
緒に市民の安
心・安全に貢
献していきた
い」といあさ
つしました。

　８月７日、相馬市長が湯布院町の温水園を
訪れ、１００歳を迎える渕チヱ子さんをお祝
いしました。渕さんは、庄内町阿蘇野出身。
　庄内町野畑に嫁いだ渕さんは、負けず嫌い
な性格で一生懸命米作りをされてきたそうで
す。現在は、趣味の塗り絵を楽しんでいて、「こ
れからも塗り絵を頑張ります」と抱負を述べ、

元気な様子
を見せてく
れました。
１００歳お
めでとうご
ざいます。

　８月１７日、小野屋十七夜観音祭が開催されま
した。台風一過となったこの日は、多くの人で賑
わいました。祭りは水難者の霊を弔う精霊流しか
ら始まり、由布高校吹奏楽部の演奏や、あなみ保
育園とひばり保育園の園児によるダンスや神楽も
祭りを盛り上げました。
　毎年恒例となっている打ち上げ花火も約三千発
打ち上げられ、大きな歓声とともに夜空を彩りま
した。

　８月１６日と１７日の２日間、第５１回ゆふいん
盆地まつりが開催されました。今年は、台風の影響
で、１５日に予定していた蝗攘祭、万灯籠火祭り、
源流太鼓の公演は中止になり、花火大会が１７日に
延期となりました。初日となった１６日は、合同慰
霊祭、庭入り、供養盆踊りが行われ、新町由布見通
り特設会場には多くの人が訪れました。１７日の花
火大会では、大輪の花火が由布院盆地に咲き誇り多
くの人を魅了しました。

　８月３１日、中洲賀グラウンドで第１２回由布市
はさまこども夏祭り・第４１回由布市はさま花火大
会が開催されました。こども夏祭りは、途中から強
い雨が降り、体育館に移動して行われましたが、参
加した子どもたちが元気な姿を見せました。午後８
時の花火大会では心配された雨も止み、目の前で打
ちあがる迫力満点の花火が河川敷に訪れた多くの
人々の心を楽しませました。

　8月 1日、はさま興友会（後藤明会長）に
よる挾間地域内の企業等を巡るバスツアーが
開催され、市内の小学生と保護者、８組１７
人が参加しました。このバスツアーは地元の
企業の魅力に触れることで、子どもたちの将
来の定住・就職につなげようと企画されたも
のです。イオン挾間店ではバックヤード見学、
㈱吉田喜九州では巻き寿司づくり、由布川峡
谷ではつり橋散策、㈱ヨーグルトン乳業では
飲料開発体験、㈱デンケンでは板金加工の見

学等を行いま
した。移動の
車内では、由
布高校観光
コースの生徒
がガイドを務
めました。
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会
の
開
催

定 寿

験

R 催
　７月３０日、「令和元年度由布市暴力絶滅対
策協議会」の総会が本庁舎で開催され、市内
関係団体や企業から約３０人が出席しました。
同協議会の相馬会長と大分南警察署の二宮署
長が「関係機関の協力・連携により、暴力絶
滅の活動を推進していきましょう」とあいさ
つ。今年度の事業計画や予算についての報告
の後、大分南署の合澤刑事課長が管内の犯罪情
勢についての講話が、警察本部組織犯罪対策
課の石川課長補佐からは暴力団の現状につい

ての講話および
ＤＶＤを使用し
た暴力団の不当
要求に対する対
処要領の研修が
行われました。

環

受

地
球
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暖
化
か
ら
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環
境
を

考
え
る

第
13
回
由
布
市
畜
産
品
評
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

境

賞

　８月１日、庄内公民館で由布市地球温暖化対
策地域協議会との協働による由布市環境講演会
を開催しました。大分大学教育学部の大上和敏
教授が「地球の水、大分の水環境」をテーマに
講演されました。
　この講演会は、本年度豊かで美しい由布の環
境連絡会議を設置して水環境創出プロジェクト
をスタートし、その一環として行ったものです。
　４０人程度が出席し、地球温暖化やそれに伴

う水環境への
影響、県内の
他河川と比較
した大分川の
現状等につい
て学びました。

　８月２０日、第１３回由布市畜産品評会
が庄内町龍原のしろやま畜産検査場で開催
されました。当日は農家自慢の牛４０頭が
出品され、庄内町阿蘇野の工藤正春さんが
出品した「ふくみ３０号」が見事、グラン
ドチャンピオンに輝きました。
　また、由布市畜産品評会で最優秀賞に選
ばれた若雌牛２２頭は、９月２０日に同会

場で開催さ
れる第５４
回大分地方
畜産共進会
に出品され
ます。

小野屋十七夜観音祭

ゆふいん盆地まつり

由布市はさまこども夏祭り・由布市はさま花火大会

受

全
国
市
区
選
挙
管
理
委
員
会

連
合
会
表
彰
を
受
賞

賞
　由布市選挙管理委員会の浦松辰信委員長が
全国市区選挙管理委員会連合会表彰を受賞し
ました。浦松委員長は平成２５年１１月に由
布市選挙管理委員会委員長として就任され、
現在に至るまで各種選挙事務の管理執行に尽
力されています。今回の表彰は、その功績が
評価されたものです。
　８月２日に本庁舎で行われた表彰伝達式で
は、市長からお祝いの言葉とともに表彰状が

手渡されま
した。受賞
おめでとう
ございます。
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ゆふスポ！まちのスポーツ情報ゆふスポ！まちのスポーツ情報

残すところ１０試合　リーグ終盤戦に向けて

▶Facebook　https://www.facebook.com/verspah
　また、チームのホームページもぜひご覧ください。 http://verspah.jp/

　８月３１日、J F L リーグ１ｓｔステージ第１９節 FC今治戦が、アウェイで行われま
した。連勝をめざすヴェルスパでしたが、前半３９分に先制を許してしまい、前半終了。
後半４分に同点に追い付くも、試合はそのまま１－１で終了。上位チーム相手にアウェイ
で貴重な勝ち点１を収めました。リーグ戦第１９節終了時点で７位につけるヴェルスパ。
残り１０試合、最後までみんなで応援しましょう！

頑張れ！ヴェルスパ大分！
今後の試合日程
▶９月２ ２ 日㈰
　FCマルヤス岡崎
　名古屋港
　1５：00 キックオフ
▶１０月１ ２ 日㈯
　流経大
　ドラゴンズ龍ヶ崎
　大分佐伯
　1３：00 キックオフ
▶１０月１ ９ 日㈯
　鈴鹿アンリミテッド　
　FC
　三交鈴鹿
　1３：00 キックオフ

　７月１日、上原野球場で、挾間町体育協会および大分合同新聞社主催による第３０回大分合同新聞社旗争奪挾間町自治
区対抗ナイターソフトボール大会が開幕。今大会は、Ａ部（９チーム）・Ｂ部（１６チーム）のパートに分かれ、全２５
チームが参加のもと、熱戦が繰り広げられました。結果は次のとおりです。

　８月４日、由布市教育委員会主催の挾間町少年少女ソフトボール大会・挾間町小学生陸上記録会が上原野球場および上
原サッカー場で行われました。
　ソフトボール大会では５チームが参加し、激戦を繰り広げました。陸上記録会では、３０人が５０ｍ・１００ｍを力
いっぱい駆け抜けました。結果は次のとおりです。

　７月３日から２２日の間、１０チーム（総勢２０１人）
の参加のもと、大分合同新聞社旗争奪　第４８回湯布院町
地域対抗こんばんはソフトボール大会が湯布院総合運動場
で開催され、並柳チームが２連覇を達成しました。主な成
績は次のとおりです。

　７月２４日から２６日の３日間、総勢５４人の参加の
もと、第３０回湯布院町夏季バドミントン大会が湯布院
Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館で開催されました。主な成績
は次のとおりです。

　８月１日、挾間中学校の生徒５人が本庁舎を訪れ、県
大会での結果と、九州大会・全国大会への出場を報告し
ました。報告に訪れたのは、陸上部の朝長菜乃さん（砲
丸投げ）、後藤蓮華さん（８０ｍハードル）と、柔道部
の和才優香さん、小園輝希さん、佐藤颯さんです。柔道
部の佐藤さんは「礼儀やマナーをしっかり守り、大分県
の代表として恥ずかしくない姿を見せたい」と意気込み
を話しました。なお、既に九州大会・全国大会ともに終
了しており、皆さん健闘しました。

　８月７日、空手道場の創凛塾（挾間町向原）に所属す
る、藤野竜乃介さん（大分工業高校１年）と原真凛萌さ
ん（挾間小５年）が、相馬市長に全国大会の結果報告と、
来年、東京で行われる世界大会への出場を報告しました。
挾間中学校出身の藤野さんは第３５回全日本硬式空手道
選手権大会で３位の成績を収め、世界大会への切符を手
にし「自分の力が世界に通用するよう、優勝めざして頑
張りたい」と話しました。原さんは県大会および九州大
会で優勝。さらに２年連続で全国大会を制し、世界大会
に内定しました。「世界の人と戦える機会はめったにな
い。優勝し
たいです」
と話してく
れました。

　７月２７日に湯布院町子ども会育成協議会主催の第６３回子ども会球技大会が開催されました。１０育成会から９チー
ム１２３人が参加し、子どもたちが力いっぱいプレーしました。

Ａ部
優　勝　　上市Ａチーム
準優勝　　谷東部Ａチーム
第３位　　赤野チーム
第３位　　古野チーム

少年少女ソフトボール大会
優　勝　喜多里・古野郷・サニータウン　チーム
準優勝　サントピアファイターズ　チーム
第３位　下市　チーム
第４位　上市　チーム

優　勝　並柳
準優勝　佐土原

団体戦　優　勝　チャレンジバドミントン
　　　　準優勝　あさぎり
個人戦ダブルス　優　勝　早川　泰文・日野　克敏
　　　　　　　　準優勝　江藤　淳司・安仲　芳隆

B部
優　勝　　北方チーム
準優勝　　なかえチーム
第３位　　サントピアふるのチーム
第３位　　医大ヶ丘３丁目チーム

第３０回　大分合同新聞社旗争奪
挾間町自治区対抗ナイターソフトボール大会

第５４回
挾間町少年少女ソフトボール大会・小学生陸上記録会

大分合同新聞社旗争奪  第４８回湯布院町
地域対抗こんばんはソフトボール大会

第３０回
湯布院町夏季バドミントン大会九州大会・全国大会へ空手道大会　世界大会出場内定

第６３回　子ども会球技大会

▲Ｂ部で優勝した北方チーム

▲二連覇した並柳チーム▲団体戦優勝のチャレンジバドミントンチーム

▲小学生軟式野球優勝　北湯布チーム ▲小学生（女子）ソフトボール優勝　川南チーム ▲中学生軟式野球優勝　中学生Ｂチーム

▲Ａ部で優勝した上市Ａチーム

▼優勝した喜多里・古野郷・サニータウンチーム

陸上記録会の様子▶

湯布院町体育協会主催事業湯布院町体育協会主催事業
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申
し
込
み
10
月
４
日
㈮
ま
で
）

問
・
先
込
申

大
津
留
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

☎
０
８
０

－
７
９
８
９

－

１
４
９
７

令
和
元
年
度
後
期
技
能
検
定
試
験

の
お
知
ら
せ

　

技
能
検
定
は
、
働
く
人
た
ち
の
持
っ
て

い
る
技
能
を
一
定
の
基
準
に
よ
り
検
定
し
、

こ
れ
を
公
証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
制
度

で
す
。

●

検
定
実
施
予
定
職
種　

機
械
加
工
、
電

子
機
器
組
立
て
、
建
築　

大
工
、
和
裁

な
ど
職
種
作
業
50
職
種
43
作
業

●
申
請
受
付
期
間

　

10
月
7
日
㈪
～
18
日
㈮

問
・
先
込
申

大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

☎
０
９
７

－

５
４
２

－

３
６
５
１

庄
内
青
少
年
健
全
育
成

市
民
会
議
学
習
会

予
定
の
「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

（
２
０
１
９
秋
の
旅
）」で
は
、み
な
さ
ん

か
ら
の
お
手
紙
で
旅
の
ル
ー
ト
を
決
定
す

る
た
め
、
市
内
の
「
忘
れ
ら
れ
な
い
場
所
、

風
景
」
に
ま
つ
わ
る
手
紙
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

●
大
分
県
の
放
送
予
定

　

12
月
２
日
㈪
～
６
日
㈮

●
応
募
締
切　

10
月
15
日
㈫　

必
着

●

応
募
内
容　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

性
別
、
年
齢
、
思
い
出
の
場
所
、
風
景

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

●
応
募
方
法

・
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp://n

h
k.jp/kokorotabi

・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３

－

３
４
６
５

－

１
３
２
７

・
郵
送

　

〒
１
５
０

－

８
０
０
１

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０

－

０
６
６

－

０
６
６

お
知
ら
せ

第
19
回
こ
ど
も
音
楽
祭

　

乳
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
昼

の
部
と
、
小
学
校
高
学
年
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
夜
の
部
の
２
部
構
成
と
な

っ
て
い
ま
す
。

●
日
時　

10
月
12
日
㈯

　

昼
の
部　

午
後
１
時
30
分
開
演

　

夜
の
部　

午
後
6
時
30
分
開
演

●
場
所　

湯
布
院
中
央
公
民
館

●
料
金

相
談

県
下一斉
司
法
書
士
法
律

相
談
の
実
施

　

相
続
・
会
社
設
立
等
の
登
記
、
供
託
、

訴
訟
手
続
な
ど
、
司
法
書
士
無
料
相
談
会

を
ご
利
用
く
だ
さ
い（
予
約
不
要
）。

●
日
時　

９
月
29
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所　

は
さ
ま
未
来
館　

小
研
修
室

問
大
分
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
９
７

－

５
３
２

－

７
５
７
９

募
集

令
和
元
年
度
公
立
学
校
共
済
組
合

大
分
支
部
職
員
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す

●
職
種　

一
般
事
務
Ａ
（
大
卒
・
短
大
卒
・

　

高
専
卒
程
度
）

　

一
般
事
務
Ｂ
（
高
卒
程
度
）

●
採
用
予
定
者
数　

一
般
事
務
Ａ　

１
名

　

一
般
事
務
Ｂ　

１
人

●
採
用
予
定
日　

令
和
２
年
４
月
１
日

●
受
付
期
間　

10
月
15
日
㈫
～
23
日
㈬

●
第
１
次
試
験　

11
月
10
日
㈰

問
・
先
込
申

公
立
学
校
共
済
組
合

　

大
分
支
部

　

☎
０
９
７

－
５
０
６

－

５
４
７
７

お
お
つ
る
１
C
o
i
n
キ
ッ
チ
ン
の

開
催

　

庄
内
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
で
は

学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。参
加
は
無
料
で
、

事
前
予
約
不
要
で
す
。

●
日
時　

10
月
10
日
㈭

　

午
後
７
時
～
午
後
８
時
10
分
頃

　
（
午
後
６
時
30
分
受
付
開
始
）

●
場
所　

庄
内
公
民
館
会
議
室
2

●
対
象　

庄
内
地
域
在
住
で
、
青
少
年
の

　

育
成
に
関
心
の
あ
る
18
歳
以
上
の
方

●
内
容　

講
話
「
小
さ
な
ス
イ
カ
の
種
が

　

開
い
た
広
い
世
界
」

●
講
師　

日
田
市
大
山
中
学
校
教
員

　

ワ
ト
ソ
ン
・
ロ
バ
ー
ト
氏

※

講
話
後
に
情
報
交
換
の
た
め
の
分
科
会

を
行
い
ま
す
が
、
市
民
会
議
関
係
者
の

み
参
加
可
能
で
す
。

問
庄
内
青
少
年
健
全
育
成

　

市
民
会
議
事
務
局
（
庄
内
公
民
館
内
）

　

☎
０
９
７

－

５
８
２

－

０
２
１
４

移
住
支
援
金
の
支
給
対
象
法
人・

求
人
情
報
を
募
集
し
ま
す
！

　

大
分
県
外
か
ら
由
布
市
へ
移
住
し
、
大

分
県
が
運
営
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
に

求
人
情
報
を
掲
載
し
た
中
小
企
業
等
に
新

規
就
業
し
た
方
に
、
移
住
支
援
金
を
支
給

し
ま
す
。
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
に
求
人
情

報
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
登

録
が
必
要
で
す
。

問
大
分
県
商
工
労
働
部
雇
用
労
働
政
策
課

　

☎
０
９
７

－

５
０
６

－

３
３
４
３

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

お
手
紙
募
集

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ

－

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放
送

図書館だより
—2019. 9—

由布市立図書館 〒879-5506由布市挾間町挾間104番地1 （はさま未来館2階・3階）☎097-586-3150
火～金午前10時～午後６時／土・日午前10時～午後５時

庄内図書館 〒879-5413由布市庄内町大龍1400番地 （庄内公民館内） ☎097-582-0214
火～金午前10時～午後６時／土・日午前10時～午後５時

湯布院図書館 〒879-5102由布市湯布院町川上3758-1 （湯布院公民館2階） ☎0977-84-2604
火～金午前10時～午後６時／土・日午前10時～午後５時

休館日＜3館共通＞ 毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始
http://www.ci ty .yufu.oi ta . jp/ l ibrary/　 h_tosho@city .yufu.oi ta . jp

お
は
な
し
会

●
挾
間
図
書
館
（
午
後
２
時
30
分
か

　
ら
）
　
〈
毎
月
第
３
水
曜
日
〉

　
９
月
18
日
㈬
・
10
月
16
日
㈬

●
庄
内
図
書
館　（
午
前
10
時
か
ら
）

　
10
月
６
日
㈰

　
10
月
26
日
㈯　
読
書
ま
つ
り

●
湯
布
院
図
書
館　（
午
前
10
時
30
分　

　
か
ら
）〈
毎
月
第
２
木
曜
日
〉

　
10
月
10
日
㈭

　
野
外
よ
み
か
た
り　
場
所
：
佛
山
寺

9
月
テ
ー
マ
・
企
画
展
示

●
挾
間
図
書
館

　
テ
ー
マ
展
示

　
「
ほ
ん
の
う
ん
ど
う
か
い
」

　
企
画
展
示
「
自
分
ら
し
く
生
き
る

　
ー
認
知
症
ー
」

●
庄
内
図
書
館

　
一
般　
「
敬
老
の
日
」

　
児
童　
「
宇
宙
へ
の
あ
こ
が
れ
」

●
湯
布
院
図
書
館

　
一
般
・
児
童　
「
防
災
と
災
害
」

　
特
別
展
示　
「
小
川　
糸
」

挾
間
図
書
館　

９
月
企
画
展
示

「
自
分
ら
し
く
生
き
る
ー
認
知
症
ー
」

●
期
間

　
９
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
で

す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
正
し
い
知
識
を

持
ち
、
認
知
症
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
介
護
家
族
や
本
人
の
支
援

９月のカレンダー　　　 　　休館日　
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

１０月の休館日　７日㈪・１４日㈷・２１日㈪・
　　　　　　　２２日㈷・２８日㈪・２９日㈫

『緑の家。–暮らしを彩る、
庭のある住まい–』

一般　527/ミ

『少女百遍の鬱憂』
池永　康晟　著

郷土資料　Ｈ723/イ

『行きたくない』
阿川　せんり　ほか　著

文庫本　Ｂ913.6/イ

今
月
の
お
す
す
め

PICK UP!湯布院図書館 庄内図書館 挾間図書館
　県出身で現代美
人画の第一人者であ
る著者が少女時代
の美しさと儚さを描
き切った、息を呑む
ほどに美麗な画集
です。ぜひ手に取っ
てお近くでご覧くだ
さい。

　誰にだってある「行
きたくない」時、ぜん
ぶ放り出したい瞬間。
そんな私たちの所在
ない思いに、住野よる
や加藤シゲアキらの
最旬作家がそっと寄
り添ってくれる書き下
ろし短編集です。

　緑あふれるすてき
な庭と家を造りたい
と思っている方は多
いと思います。
　庭のための家の建
て方、どこにどんな
植物を植えるかなど、
考えるだけで夢が膨
らむ本です。

（挾間図書館）

新着図書一覧 ～新着図書の一部を紹介します～
分　類 書　　名 分　類 書　　名

挾　

間

一 般291.9 ヨ 九州の島めぐり　－５８の空と海－　 吉村　靖徳

挾　

間

郷 土H673 ヨ ４７都道府県・商店街百科　　正木久仁　ほか
一 般367.4 コ ボーイズ＆ガールズルール　　　　　小林　芽未 健康S492.5 ナ 女性が医師に「運動しなさい」と言われたら最初に読む本
一 般405 タ 150年前の科学誌『NATURE』には何が書かれていたのか 健康S496.3 ガ 眼科医がすすめる目の不調を感じたら毎日食べたい料理
一 般913.6 コ 神前酔狂宴　　　　　　　　　　 古谷田　奈月 くらし596 カ マリネの法則　　　　　　　　　　 川上　文代
一 般923.7 リ 三体　　　　　　　　　　　　　　　劉　慈欣 子育て599.3シ 食物アレルギーをこわがらない！はじめての離乳食　改訂版
文庫本B913.6 ト 源九郎仇討ち始末－はぐれ長屋の用心棒４５－　鳥羽　亮 学習絵本Ｅハ ハッピーボギー　　　　 　　くりはら　たかし
趣味娯楽Ｐ783.4ル るるぶラグビー日本代表 絵 本  E カ かげパ　　　　　　　　　　　しまだ　ともみ
湾 曲159 ナ このままなんとなく、あとウン十年も生きるなんてマジ絶望 絵 本  E ル るすばんかいぎ　　　　　　　　 浜田　桂子
ヤングY933レ ゴースト　　　　　　　　　ジェイソン・レノルズ 児 童913 カ はりねずみのルーチカ　８　　　かんの　ゆうこ

庄
内

一 般367.2 ブ ウーマン・イン・バトル －自由・平等・シスターフッド！－ 湯
布
院

一般  3 9 1 ミ 民間人のための戦場行動マニュアル
一 般488.9 マ カラスの毎日　－いきもの生態漫画－ 一 般486.6 コ 不思議だらけカブトムシ図鑑　　　 小島　渉
一般　913.6ナ お願いおむらいす　　　　　　　 中澤　日菜子 一 般933.7 タ 短編画廊　－絵から生まれた１７の物語－

1819 2019. ９　市報ゆふ 市報ゆふ　2019. ９



９月26日㈭ 
午前９時50分〜

く ら し インフォメーション

ぴよたんの会主催、
ママのほっとタイム参加者募集

運休と変更のお知らせ

変 更 便
変更日 9 ／ 12 ㈭、10 ／ 8 ㈫
変更内容 スクールバス各コースの帰り第1便の発車時刻が次のとおり変更になります。

コース名 始発バス停
発車時刻

変更前
9/12 ㈭

変更前
10/8 ㈫ 変更後

湯平コース 由布院駅前バスセンター 16：27 16：27 ⇒ 12：52
塚原コース 湯布院中学校 16：35 16：35 ⇒ 13：00
阿蘇野コース 小野屋駅前 16：21 16：21 ⇒ 13：06
大津留コース 庄内庁舎 16：27 16：27 ⇒ 13：12
石城コース 庄内庁舎 16：33 16：33 ⇒ 12：53

運 休 便
運休日 コース名 運休内容

9/12
㈭

シャトルバス 健康温泉館前 13:42 発、大学病院 13:55 発、庄内庁舎 14:25 発の各便

湯 平 線 健康温泉館前 12:45 発の便

酒 野 線 大学病院 13:25 発の便

10/8
㈫

シャトルバス 健康温泉館前 13:42 発、大学病院 13:55 発、庄内庁舎 14:25 発の各便

塚 原 線 由布院駅前バスセンター12:50 発の便

〔コミュニティバス〕総合政策課

〔スクールバス〕教育総務課
☎097-582-1111（内線１２４３）

☎097-582-1177（内線１３１４）

問い合わせ

　中学校行事に伴い、ス
クールバス復路便の時間
を変更して運行するため、次の便は運休および変更となり
ます。ご利用の際はお間違えのないようご利用ください。

防災ラジオの
起動試験の
お知らせ

問い合わせ
防災安全課
☎097-582-1140

　

大
人　

１
０
０
０
円

　
（
当
日
１
２
０
０
円
）

　

こ
ど
も　

７
０
０
円

　
（
当
日
９
０
０
円
）

　

親
子
ペ
ア　

１
５
０
０
円

　
（
前
売
り
の
み
）

※

無
料
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公

共
交
通
機
関
等
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
・
先
込
申

ゆ
ふ
い
ん
こ
ど
も
音
楽
祭

　

実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
８
０

－

６
４
０
７

－

４
４
６
０

第
12
回
大
分・別
府
糖
尿
病
を

考
え
る
会
市
民
公
開
講
座

　

参
加
費
無
料
・
事
前
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

10
月
12
日
㈯

　

午
後
１
時
50
分
～
午
後
４
時

　
（
開
場
は
30
分
前
）

●
場
所　

Ｊ

：

Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

　

大
分
３
階
大
会
議
室

●
講
演
内
容

　

「
高
血
圧
を
見
逃
さ
な
い
！
糖
尿
病
と

　

の
深
い
関
係
」
柴
田
洋
孝
先
生

　

「
糖
尿
病
の
合
併
症
～
悪
化
さ
せ
な
い

　

た
め
に
～
」
鎗
水
浩
治
先
生

※

講
演
の
前
後
に
は
栄
養
指
導
や
簡
単
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
大
分
中
村
病
院　

経
営
戦
略
部　

兒
玉

　

☎
０
９
７

－

５
３
６

－

５
０
５
０

古
物
営
業
を
営
も
う
す
る
方
、

ま
た
は
営
ん
で
い
る
方
へ

　

古
物
営
業
と
は
、
中
古
車
販
売
、
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
等
古
物
を
売
買
し
、
も

し
く
は
交
換
し
、
ま
た
は
委
託
を
受
け
て

売
買
し
、
も
し
く
は
交
換
す
る
営
業
等
を

営
む
こ
と
で
す
。
古
物
営
業
を
営
む
場
合

は
、
公
安
委
員
会
の
許
可
が
必
要
で
す
。

警
察
署
で
許
可
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
現
在
許
可
を
受
け
て
い
る
方
へ

　

平
成
30
年
４
月
25
日
に
古
物
営
業
法
が

一
部
改
正
さ
れ
、
現
在
許
可
を
取
得
し
て

い
る
方
に
つ
い
て
も
、
令
和
２
年
４
月
頃

ま
で
に
、
営
業
の
中
心
と
な
る
営
業
所
の

所
在
地
に
つ
い
て
、
届
け
出
を
し
な
け
れ

ば
許
可
を
失
効
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

現
許
可
を
継
続
す
る
場
合
は
「
主
た
る

営
業
所
等
届
出
書
」
に
よ
り
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
大
分
南
警
察
署　

生
活
安
全
課

　

☎
０
９
７

－

５
４
２

－

２
１
３
１

「
由
布
の
魅
力
を
発
信
で
き
る

　地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
に
貢
献
す
る

　自
立
し
た
“
由
布
の
人
”
づ
く
り
」

シリーズ
由布学②挾

間
中
学
校
の
取
り
組
み

　

挾
間
中
学
校
の
２
年
生
は
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
挾
間
町
の
町

づ
く
り
」
に
つ
い
て
考
え
る
計
画
を
立
て
ま
し

た
。
し
か
し
、
町
づ
く
り
と
言
っ
て
も
具
体
的

な
例
が
思
い
つ
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず

は
、
観
光
で
有
名
な
湯
布
院
町
に
全
員
で
出
か

け
、
湯
布
院
町
の
町
づ
く
り
を
参
考
に
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
湯
布
院
町
で
は
、
由
布
市
ま

ち
づ
く
り
観
光
局
の
財
津
典
良
さ
ん
か
ら
、
度

重
な
る
地
震
被
害
か
ら
復
興
し
な
が
ら
、
今
の

観
光
地
と
し
て
の
町
づ
く
り
を
成
し
遂
げ
て

き
た
歴
史
を
伺
い
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
出
か
け
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

商
店
や
事
業
所
を
見
学
し
、
そ
こ
に
働
く
方
々

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
校
に
帰
っ
た
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
学
ん
だ

内
容
を
も
と
に
、
湯
布
院
町
を
紹
介
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
、
２
学
期
に
修
学
旅
行
に
出
か
け
る
京
都

で
配
布
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

２
学
期
は
、
こ
の
湯
布
院
町
の
町
づ
く
り
の

様
子
と
京
都
の
町
づ
く
り
の
様
子
を
参
考
に
、

自
分
た
ち
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
「
挾
間
町
の
町

づ
く
り
」
に
つ
い
て
考
え
、
自
分
た
ち
の
考
え

を
由
布
市
に
提
言
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※  

「
由
布
学
」
に
つ
い
て
ご
意
見
、
情
報

提
供
等
が
あ
れ
ば
、
由
布
市
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
（
０
９
７
ー
５
８
２
ー

１
１
７
９
）
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲由布市まちづくり観光局
　財津さんのお話を聞く生徒の様子

▲湯布院の街中で、フィールドワー
クを行い、インタビューをしてい
る様子

▲美術の時間に、湯布院町を紹介する
パンフレットを制作している様子

▲パンフレット 表

◀パンフレット 裏

　毎日育児を頑張っているお母さん方へ。
　お子さんからちょっとだけ離れて、ママたちだけで
ゆっくり話しませんか？
　月齢が小さくても、託児があるので安心してご参加
ください。
●日時　１０月１７日㈭
　　　　午前１０時～午前１１時３０分ごろ
　　　　（受付午前９時５０分から）
●会場　挾間健康センター（はさま未来館１階）
●対象　１歳未満の親子　先着１０組
　　　　（兄弟児がいる場合はご相談ください）
●内容　お茶をしながら、楽しくお話をしましょう
●募集期間　９月１７日㈫～１０月１０日㈭
●参加費　　お茶とお菓子代として１００円
　　　　　　（託児は無料）
●持ち物　お子さんのオムツや水筒など
ぴよたんの会とは…由布市の子育て事業を一緒に実施
していただいている母子保健推進員（通称母推さん）
の挾間支部です。
●申込先・問い合わせ
　挾間健康センター（はさま未来館１階）
　☎０９７－５８３－１１１１（内線３６２３）

○ピラティスとは・・・
　体幹を鍛え、生活するための筋力やしなやかで疲れ
にくい体づくりをしていくエクササイズです。年齢を
問わず、体の硬い方でも無理なく動けます。
●開催日時　１０月７日、２１日、２８日
　　　　　　１１月１１日、１８日、２５日
　　　　　　１２月２日、９日（全８回・毎回月曜日）
　　　　　　午後７時～午後８時　
●場所　湯布院公民館　視聴覚室
●受講料　１，０００円（１回目に徴収します）
●対象　由布市内在住の方　●定員　１５人
※応募者多数の場合は抽選とします。
　ご了承ください。
※妊娠中の方、または産後３ヵ月
未満の方は体調面を考慮し、受
講はご遠慮ください。

●講師　立川沢　氏　　　
●申込期限　９月２５日㈬
　午後５時まで
●申込先・問い合わせ　
　湯布院公民館
　☎０９７７－８４－２６０４

大
分
県
市
町
村
振
興
協
会

第２回
案山子コンテスト作品大募集！
　第２回由布川峡谷秋祭りの開催日が１０月２７日に
決定しました。これに併せて、会場を彩る「案山子」
のコンテストを今年も開催します。今回の作品テーマ
は「ラグビーの部」と「自由の部」の２つです。受賞
者には、豪華賞品をご用意しています。ぜひ家族や職
場・地区の皆さんで案山子作りをしてみませんか。
●持込期日　１０月１０日㈭～１３日㈰
●展示期間　１０月１４日㈷～１１月３日㈰
●表彰発表　１０月２７日㈰に開催する由布川峡谷
　　　　　　秋祭りで発表

●申込先・問い合わせ　
　はさま由布川峡谷観光協会
　☎０９７－５８３－２５５２（FAX兼用）

昨年の作品

ピラティス教室受講生募集
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　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入や所得
額が一定基準額以下の年金受給者の生活を支援するた
めに、年金に上乗せして支給されるものです。
受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務
手続きは、日本年金機構（年金事務所）が実施します。
●対象となる方
■老齢基礎年金を受給している方
　次の要件をすべて満たしている必要があります。
　・６５歳以上である。
　・世帯員全員が市町村民税が非課税となっている。
　・年金収入額とその他所得額の合計が約８８万円以

下である。
■障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方
　次の要件を満たしている必要があります。
　・前年の所得額が約４６２万円以下である。
●請求手続き
■平成３１年4月1日以前から年金を受給している方
　対象となる方には、日本年金機構から請求手続きの
ご案内が9月上旬から順次届きます。同封のはがき
（年金生活者支援給付金請求書）を記入し提出して
ください。
■平成３１年4月2日以降に年金を受給し始めた方
　年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町
村で請求手続きをしてください。
●日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案
内にご注意ください
　　日本年金機構や厚生労働省から、口座番号をお聞き
したり、手数料などの金銭を求めることはありません。

問給付金専用ダイヤル
　０５７０－０５－４０９２（ナビダイヤル）

人　
　口 ひとの動き
総人口34,340人（ー13）
世帯数15,665戸（+１）

男16,416人（ー17）
女17,924人（+４）

８月３１日現在（　）は前月比

エ　
　コ

無料
相談

国民
年金

窓口
延長

大分エコライフプラザ情報

由布市無料相談のお知らせ

おしえて！国民年金

窓口を午後７時まで開庁している庁舎のお知らせ

再生家具・自転車の抽選会
～再生した家具・自転車を無料でお譲りします～
●申込期限　１０月６日㈰　正午まで
　受付開始は月によって異なりますので、大分エコラ
イフプラザまでお問い合わせください。また、当選時
の持ち帰りは各自でお願いします。
●抽選日時　１０月６日㈰　１２：３０から
　敗者復活のじゃんけん大会もあります。※フリー
マーケットも同時開催。１１月開催で出店を希望され
る方は１０月２０日までに往復ハガキで申し込みくだ
さい（必着）。詳しくは、大分市ホームページをご覧く
ださい。
問大分エコライフプラザ　☎ 097–588–1410

住民票や税等の一部業務のみ取り扱っています。
　 本庁舎…本、挾間庁舎…挾、湯布院庁舎…湯
９
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2　本 3本 4 挾 5挾 / 湯 6湯 7
8 9本 10本 11挾 12挾 / 湯 13湯 14
15 16 17本 18挾 19挾 / 湯 20湯 21
22 23 24本 25挾 26挾 / 湯 27湯 28
29 30本

10
月

日 月 火 水 木 金 土
1 1本 2 挾 3挾 / 湯 4湯 5
6 7本 8 本 9 挾 10挾 / 湯 11湯 12
13 14 15本 16挾 17挾 / 湯 18湯 19
20 21本 22本 23挾 24挾 / 湯 25湯 26
27 28本 29　本 30　挾 31挾 / 湯

※午後５時以降の税等の納付、各種申請等の受け付けはお取り扱いできません。

編集後記
▶暑がりな私はいまだにクーラーと扇風機をつけていますが、皆
様にとっては朝晩過ごしやすい季節になってきたことと思います。
この時期、庄内町の国道沿いには梨の直販所が並び、甘～い梨
が売られています。贈り物や手土産にいかがでしょうか、きっと
喜んでもらえると思います。（に）
▶特集記事のわんぱくサマーチャレンジの取材では初めて由布岳
に登ってきました。猛暑の中での過酷な撮影でしたが、良い夏の
思い出になりました。来月号では秋のイベント情報を紹介する予
定です。秋の思い出を計画してみてください。（お）

税　
　金 今月の税／料
●固定資産税・・・・・・・・３期分
●国民健康保険税・・・・・・４期分
●介護保険料・・・・・・・・４期分
●後期高齢者医療保険料・・・３期分
●入湯税・・・・・・・・・・９期分（８月分）
納期限　令和元年９月３０日㈪

年金生活者支援給付金制度がはじまります

【行政相談】担当：行政相談委員
困ったら１人で悩まず行政相談
　本庁舎　　　１０月　４日㈮午前 ９時～午前11時
　はさま未来館　１０月２１日㈪午前10時～正午
　湯布院公民館　１０月１６日㈬午前10時～正午

【不動産相談】担当：宅地建物取引士
土地の境界等、不動産全般に関すること（電話相談可能）
　本庁舎　　　１０月 ７日㈪午前８時30分～正午

【司法書士市民相談】担当：司法書士（要予約）
※２日前までの事前予約があった場合のみ開催します。
　相談を希望する場合は必ず予約をするようご注意ください。
※予約の受付は庁舎ごとに行っています。本庁舎は総務課、
　挾間庁舎・湯布院公民館は各地域振興課へ予約をお願いします。
不動産登記、相続、金銭トラブル等の法律相談
　本庁舎　１０月１６日㈬午後１時30分～午後４時
　挾間庁舎 １０月は開催なし
　湯布院公民館　１０月　１日㈫午後１時30分～午後４時
【「行テラス」行政書士市民相談】担当：行政書士（予約優先）
遺言相談、農地、温泉、成年後見等のお悩みごと
　本庁舎　１０月１１日㈮午後１時～午後３時
　挾間庁舎１０月１８日㈮午後１時～午後３時
　湯布院公民館１０月 ４日㈮午後１時～午後３時
※予約なしでも、空き時間に受けられますが、予約の方が優先
になります。
※予約の受付は会場ごとに行っています。本庁舎は総務課、挾間
庁舎・湯布院公民館は各地域振興課へ予約をお願いします。

【公証人無料相談会】担当：公証人（要予約）
※予約の受付は、大分公証人合同役場（☎０９７－５３５－
０８８８）で行っています。公証人相談を希望の方は合同役
場へお電話ください。
相続、財産管理、債務弁済、示談等の民事トラブル相談
　本庁舎　１０月　７日㈪午後１時30分～午後４時
問総務課総務係　　　　　　☎ 097–582–1112
　挾間振興局地域振興課　　☎ 097–583–1111
　湯布院振興局地域振興課　☎ 0977–84–3111

水
稲
の
収
穫
に
向
け
て　

　

早
生
種
は
収
穫
期
で
す
が
普
通
栽
培

も
ま
も
な
く
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は
６
・

７
月
の
雨
に
よ
る
日
照
不
足
で
イ
モ
チ
病
の
発
生
が
あ
り
、
さ
ら
に
台
風
被
害
や

ウ
ン
カ
の
発
生
と
稲
作
に
は
条
件
が
厳
し
い
年
で
す
。
現
時
点
で
イ
モ
チ
病
や
害

虫
の
発
生
が
あ
り
、
薬
剤
防
除
を
考
え
て
い
る
場
合
は
収
穫
ま
で
の
日
数
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
薬
剤
に
よ
っ
て
は
収
穫
30
日
前
ま
で
し
か
使
用
で
き
な
い
も
の
や
、

７
日
前
ま
で
使
用
可
能
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

秋
冬
野
菜
に
向
け
て

　

秋
冬
野
菜
は
気
候
も
落
ち
着
き
、
害
虫
の
発
生
も
少
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
野

菜
作
り
、
特
に
葉
物
野
菜
に
と
っ
て
は
作
り
や
す
い
時
期
に
な
り
ま
す
。
注
意
点

は
種
を
ま
く
時
期
で
す
。
春
は
気
温
が
上
が
っ
て
い
く
時
期
な
の
で
多
少
の
ズ
レ

は
追
い
つ
き
ま
す
が
、
秋
は
下
が
っ
て
い
く
時
期
な
の
で
1
週
間
の
遅
れ
は
収
穫

が
1
ヵ
月
遅
れ
る
と
言
い
ま
す
。
畑
の
準
備
は
で
き
ま
し
た
か
？
堆
肥
、
肥
料
、

石
灰
は
1
週
間
前
ま
で
に
終
わ
ら
せ
る
の
が
基
本
で
す
。
今
現
在
い
つ
で
も
種
ま

き
や
定
植
で
き
る
畑
で
な
け
れ
ば
、
雨
に
よ
っ
て
畑
を
耕
せ
ず
に
1
週
間
く
ら
い

す
ぐ
に
遅
れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
堆
肥
や
石
灰
を
投
入
し
て
1
週
間
後
と
な
る
と
2

週
間
の
遅
れ
が
生
じ
ま
す
。
計
画
を
し
っ
か
り
立
て
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
秋
冬
野
菜
の
管
理
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。
白
菜
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
定
植
、
玉
ネ
ギ
、
大
根
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
の
種

ま
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
ニ
ン
ニ
ク

　

今
月
末
が
定
植
適
期
で
す
。
湿
害
対
策
で
高
畝
に
し
ま
す
。
酸
性
を
嫌
う
の
で

石
灰
を
し
っ
か
り
施
し
ま
し
ょ
う
。
マ
ル
チ
栽
培
で
は
追
肥
が
し
に
く
い
の
で
ロ

ン
グ
肥
料
を
使
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

●
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

　

種
ま
き
す
る
前
に
一
晩
水
に
浸
す
と
発
芽
が
よ
く
な
り
揃
い
ま
す
。
生
育
過
程

で
カ
ル
シ
ウ
ム(

石
灰)

が
不
足
し
た
り
、
過
湿
に
な
る
と
葉
が
黄
色
く
な
り
枯

れ
ま
す
。
基
本
元
肥
の
み
で
追
肥
は
行
い
ま
せ
ん
。
高
温
を
嫌
う
性
質
の
た
め
、

場
合
に
よ
っ
て
は
寒
冷
紗
な
ど
で
被
覆
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

●
キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　

失
敗
す
る
場
合
の
多
く
が
肥
料
不
足
と
言
え
ま
す
。
結
球
野
菜
は
初
期
の
葉
の

枚
数
が
生
育
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。
巻
き
始
め
る
ま
で
に
い
か
に
葉
数
を
確
保

す
る
か
が
重
要
で
す
か
ら
、
定
植
後
10
日
目
か
ら
追
肥
を
行
い
ま
す
。
巻
き
始
め

る
ま
で
に
3
回
は
追
肥
を
し
ま
し
ょ
う
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
株
や
茎
が
大
き
い
ほ

ど
頂
蕾
が
大
き
く
な
る
の
で
し
っ
か
り
追
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
農
政
課　

☎
０
９
７–

５
８
２–

１
２
９
３

　 農業サポーター

〔
問
い
合
わ
せ
〕

　
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
７-

５
８
２-

１
２
０
３

　
今
回
は
庄
内
町
に
あ
る
天
満
淵
神
社

の
十
一
面
観
音
像
の
紹
介
で
す
。

　
国
道
２
１
０
号
線
の
庄
内
町
庄
内
原
、

庄
内
駅
交
差
点
を
南
に
向
か
う
と
、
市
道

南
庄
内
湯
平
線
に
出
ま
す
。
こ
こ
か
ら
西

方
へ
し
ば
ら
く
行
く
と
、
左
手
に
天
満
淵

神
社
が
あ
り
ま
す
。

　
天
満
淵
神
社
神
殿
に
向
か
っ
て
左
側

に
小
さ
な
お
堂
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
お

堂
に
十
一
面
観
音
像
が
祀
ら
れ
て
い
ま

す
。
厳
重
に
鍵
が
か
け
ら
れ
て
い
る
の
で

直
接
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
格
子

戸
を
通
し
て
、
そ
の
姿
を
み
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
十
一
面
観
音
像
と
は
、
菩
薩
の
１
つ

で
、
本
体
の
顔
の
他
に
、
10
ま
た
は
11

の
小
さ
な
顔
を
持
ち
ま
す
。
大
光
普
照
観

音
と
も
呼
ば
れ
、
頭
上
の
小
さ
な
面
の
う

ち
前
後
左
右
の
十
面
は
菩
薩
修
行
の
階

位
で
あ
る
「
十
地
」
を
指
し
、
最
上
部
の

仏
面
は
仏
果
を
表
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
衆
生
の
11
品
類
の
無
明
煩
悩
を

断
ち
、
仏
果
を
開
か
し
め
る
功
徳
を
表
す

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

木ゆ

ふ綿
の
山
通
信

　
天
満
淵
神
社
の
十
一
面
観
音
像
は
、
厨

子
の
中
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
桧
を
素
材

と
し
て
用
い
た
寄
木
造
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
像
本
体
や
蓮
華
座
、
光
背
な
ど
全
て

に
、
漆
を
塗
っ
た
上
に
金
箔
を
押
し
て
あ

り
、
玉
眼
を
用
い
た
眼
光
は
、
厳
し
く
も

慈
悲
に
あ
ふ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
眉
間
に
あ
る
白び

ゃ
く
ご
う毫
に
は
、
水

晶
が
は
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
白
毫
と

は
、
白
く
長
い
毛
で
右
巻
き
に
丸
ま
っ
て

い
る
も
の
で
、
伸
ば
す
と
１
丈
５
尺
（
約

４
５
０
㎝
）
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
頭
上
の
仏
面
は
そ
れ
ぞ
れ
に
微
妙
な
変

化
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
正
面
に
は
阿
弥

陀
如
来
の
化け

ぶ
つ仏
が
立
っ
て
い
ま
す
。

　
光
背
は
舟
形
光
背
で
唐
草
光
の
透
か
し

彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
非
常
に
丁
寧
か
つ
豪
奢

に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
都
ぶ
り
す
る
大
変

美
し
い
仏
像
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
十
一
面
観
音
像
は
豊
後
府
内
藩
初

代
藩
主
松
平
忠
昭
の
次
男
、
近
鎮
が
元

禄
８
（
１
６
９
５
）
年
に
奉
納
し
た
も

の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
鎮
は
延

宝
４
（
１
６
７
６
）
年
に
奥
郷
六
ヶ
村

１
５
０
０
石
を
分
地
と
し
て
与
え
ら
れ
て

い
た
た
め
、
分
地
領
の
中
心
的
な
社
で
あ

る
淵
神
社
に
、
領
内
の
安
寧
を
願
っ
て
寄

進
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
『
由
布
市
の
文
化
財
集
』
よ
り

年金生活者支援給付金のご請求でお困
りになったときには、お電話ください。

請求手続きはお早めに！

令和元年
１０月 1日
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健康立市　みんなであいさつ“にこにこ笑顔”

渕
ふ ち の

野 碧
あおい

ちゃん
平成２８年９月９日生　挾間町小野

佐
さ と う

藤 色
い ろ は

映ちゃん
平成２９年９月１７日生　庄内町東長宝

渡
わ た な べ

部 優
ゆ う り

李ちゃん
平成３０年９月９日生　挾間町古野

右
み ぎ た

田 吏
り つ

津くん
平成３０年９月２日生　湯布院町川南

谷
た に ざ き

崎 みのりちゃん
平成３０年９月１０日生　挾間町谷

あ な た の
生 ま れ た
大 切 な 日

H a p p y  B i r t h d a y
　掲載希望の保護者の方は、電話
（総務課☎097-582-1112）また
はホームページでお申し込みくださ
い。対象は３歳以下で、過去に掲載
されたことがない方（先着順）。
　申込締切：１０月生まれ９月１７
日 ㈫／１１月生まれ
１０月２３日㈬

市報ゆふ
お誕生日コーナー
申し込みフォーム

家庭で作ろう！ 由布市のおいしい給食レシピ

子どもたちが毎日食べているおいしい給食のレシピを紹介します。
　８月２７日の献立から、「ごまみそ汁」を紹介します。普段飲んでいるみそ汁をアレンジして、いつもとはひとあじ違ったみそ汁はいかがですか？
すりごまとねりごまを入れることで、香りとコクが増します。豚肉も入って具だくさんなので、ご飯のおかずにもなりますよ♪

■作り方

①鍋にサラダ油を熱し、豚肉を炒めて酒
を入れる。

②ごぼう、玉ねぎ、にんじんの順に炒め、
水を入れて煮る。

③アクを取り、様子をみてしめじと豆腐
を入れる。

④材料が煮えたらみそを溶いて入れる。
仕上げにねりごま、すりごま、ねぎを
入れて完成です♪

■材料（４人分）

▲ご飯・ごまみそ汁・ハンバーグ照焼ソース

市報ゆふは、ユニバーサルデザイン書体
（UD 書体）を使用しています。

UDFont
休日当番医・健康カレンダーは１３ページに掲載しています。

・サラダ油　　　　　　　　 少々
・豚もも肉（スライス）　　 ５０ｇ
・酒　　　　　　　　　　　小さじ１
・ごぼう（ささがき）　　　 ４０ｇ
・玉ねぎ（薄くスライス）　１２０ｇ
・にんじん（いちょう切り） ４０ｇ
・しめじ　　　　　　　　　 ３０ｇ

・木綿豆腐（さいの目）　　 ８０ｇ
・みそ　　　　　　　　 小さじ３弱
・ねりごま　　　　　　　　        ８ｇ
・すりごま　　　　　　　　小さじ１
・ねぎ　　　　　　　　　    　１５ｇ
・水　　　　　　　　　　５００ｍｌ

　湯布院町出身の木津選手は、由布高校ラグビー部で３年間を過ごしました。卒業後は天理大学ラグビー
部に進み、現在はジャパンラグビートップリーグのトヨタ自動車ヴェルブリッツで活躍中です。

　７月２７日に岩手県釜石市で行われたフィジー戦（パシフィック・ネー
ションズカップ）で日本代表として初めて試合に出場し、現在までに３試合
出場（８月２９日時点）しています。
　日本代表の初戦は９月２０日のロシア戦です。由布市
をあげて木津選手、日本代表を応援しましょう！

  木
キ ヅ

津　悠
ユウスケ

輔　選手（２３歳）
　・身長：176 ｃｍ　・体重：116 ｋｇ
　・ポジション：FWProps( プロップ )

由布市は木津選手を応援しています！
ラグビーワールドカップ2019日本大会の日本代表に、

木津 悠輔 選手（湯布院町出身）が選出されました。
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